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1 ま えがき  Jg未041年9月4曰 よソあ日にかナて山梨県の自士」●西争を輛襦した合風%号は史上
にまれな人災害と県下る所に残した。この災害の特長は河中教米の小河″|の大来水′人土ん充による

ものが大部分であった。またその原因は21曰より降り続いていた雨に合屁の颯過にとし/4‐ぃ方日午前
1時より約a分間にわたリタ量の峰南(1じ井で10分間最大降南が27″ 勿)と最大隣間え速″%後ωわ

のんとにより木がわ|ネ′山が崩れて7kとともに人象ヤ耕地に押しよ亡たことによる。最フとも被与の

大きくたの著1かに流戌働績の小さい本夭川1選定して集中的に水工学的方面がうの調査を行った。

調査方針は(1)水支資料よりのウどrο′ほplの 作成,(2)● 湖水植上昇島よりの流出フk量の椎史′
(3)れ路の洪水痕跡ょり流上量の才Eた′の3点 に主点をおくことにレた。この3面より調べて本沢〃|
の未端にある根場記予落で全人口235んのうち死傷あ′θ7ん を上レノ会′数4ノ「0ウ う全疲家屋″′′
半導象Z夕 ′とぃ)人災害が何囃 したのが考えなリホばなうない。

2.本 天川末端にあ`するウdrθ̀raPl  本 ス)1下流の根場"落 は図―|に示すとおり北狽1に人きな

崖 を背負って11る昂状地 に存在 する。台几 Z号 はこのこ のようなJヒrll i

の山に南より失き当フたことになる。こうに合几の鮨邸るはこの部勢よ

り画 約ヽ 2統 の地点であって′その逮度はJヒJり薇へ約,判病でぁフた

ためlξ最驀の条件にな,た ιのと考えうなる。本ポ‖|のお場に動廣広狗

α"`km2,本充の平均じク配慮約た7(20り,流路遣長がぁの2′Hοト

ルo■のオ宏によ,て計算した流域の平均こう配は約ンル(37りである。

本天〃||〔もっとも並11船諄の降涌うこ録を使って求水夕l逮時F.3をもιな

の公式より計革すると来水速度は″=″ (ルク)a`二ヵxα%7′
`=″θζ‰

で`あリノ共水夕1遵コ寺間政丁=ろケ =/3m///.θ■2分“秒となるので′

1́翡 間lよ2分 ～′θか仕の間l=を左するものと考えた。dた 計筆ぺ威

級́に用、ヽぅネて、1る 多 άオe~αオ多チrハ(α%,(磁 ′)θ
~枠―――――(1)を使った。

ここに  多 :流量′  α ′α:磁 , ォ 」時lln, チ:流ム係数, r:α τ時間稀輛殆度′

″ :祟水ろ1壼時r.5, И:充成面績′ ατ 「物沐降輛時間。

式(1)はdτ時間降前の流土瞳 であるので,7●
L鵞卵朕所の自艶師 記録を用し,て″を変化ざせなが

う雹チ計算機に績分ざせて′本人夕1未端のHydrograPイをイし た。 その結果は図-2に 示さネてヽ1る。

またた土係数子はiと して計算したのであるがる日′時″分かりJθかにり`りて表わネるビ
°一ク,般

慮″り後 しか重 レrd‐t、。 こ れに上石ャ流本が力oゎって、ヽたものと考えうなる。現地の准民の発によう

と1時″分頃にご)者 とともに上石充がォ甲しよt′ 1時 ″分頃にはぼとんど水は琉ネていなかったと

、1)人 が多11。 この話が本当でぁネば洪氷夕断 間は2～ 3分 であったものとウ〆′“MP′ よッ静″

とることがム未る。

本沢〃|は根場部落を流れて数百水で西朔lミ入るため′輌期のフ鱈立の

図-1 本 沢〕}聯画酸地形図

3.面 湖水位による推え流量
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